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国際連語論学会第 4 回会報 
2019（平成 31）年 3 月     文責：王学群 

 

1．日中平和友好条約締結 40 周年記念学術講演会開催の報告 

2018 年は日中平和友好条約締結 40 周年に当たりました。当学会としては、日中平和友好条約

締結 40 周年を記念して学術講演会を開催いたしました。半日間でしたが、多数の会員と非会員

の方々にご来場いただき、盛大に開催されました。ここに改めて心からお礼を申し上げます。プ

ログラムは下記の通りです。 

主 催：国際連語論学会 

後 援：NPO 法人埼玉県日本中国友好協会、日本僑報社   

日 時：2018 年 7 月 29 日（日）13：20 ～ 17:55（13：00～受付）  

場 所：大東文化会館ホール（東武東上線池袋駅より各駅停車で 7 つ目の東武練馬駅下車、北口

［イオン側］から大東文化会館まで徒歩約４分）  

参加費：500 円 

プログラム 

総合司会：竹島毅（大東文化大学教授）   

開会の辞：田中寛(大東文化大学教授、NPO 法人埼玉県日中友好協会会長) 13：20－13：30 

          日中相互理解のための語学教育をめざして 

講演１ 演題：連語論研究の過去・現在・未来              13：30－14：30 

    講演者：鈴木康之（大東文化大学名誉教授）  

    コメンテーター：迫田(呉)栄幸(名桜大学准教授) 

講演 2 演題：“（动态动词＋）上＋来/去”と客体との関係について     14：30－15：30 

講演者：高橋弥守彦（大東文化大学名誉教授）  

コメンテーター：続三義(東洋大学教授) 

                    司会：大島吉郎(大東文化大学教授) 

休憩                                15：30－15：45 

講演 3 演題：名詞と使役動詞からなる連語  

    講演者：早津恵美子(東京外国語大学教授)            15：45－16：45 

    コメンテーター：須田義治(大東文化大学教授) 

講演 4 演題：中日対訳コーパスの特徴とその利用方略  

―対訳データの利点・盲点とその利用例―       16：45－17：45 

    講演者：曹大峰(北京日本学研究中心教授) 

    コメンテーター：安本真弓(跡見学園女子大学准教授) 

                       司会：松浦恵津子(松蔭大学教授） 

閉会の辞：王亜新(東洋大学教授)                     17：45‐17：55 

※当日の入会申し込み及び学会費(年会費：社会人 4000 円、院生 2000 円)も受け付けます。 



 

2．第 7 回大会報告 

国際連語論学会第 7 回大会は下記のプログラムにそって研究発表などが行われました。大会は

2019 年 2 月 17 日（日）と 18（月）の 2 日間に渡って開催され、活発な討論の中にあっても和や

かな雰囲気のうちに大会を終えることができました。これも特別講演や研究発表で日ごろの研究

成果を展開なされた会員と非会員各位、および鈴木康之先生をはじめとする役員各位と裏方とし

て献身的な協力をしてくれた大東文化大学院生と東洋大学学生スタッフのおかげだと思います。

ここに改めて心から感謝を申し上げます。以下は第７回大会のプログラムです。 

 

                    

 

国際連語論学会第７回大会（2018 年度） 

 

日 時：2019 年 2 月 17 日(日)・18 日(月)午前８時 40 分より午後 6 時 05 分 

会 場：東洋大学 2 号館スカイホール(地下鉄三田線白山駅・南北線本駒込駅下車、徒歩 5 分） 

参加費：1,000 円（17，18 日共通、会員・非会員共通） 

国際連語論学会第7回大会2月17日(日)プログラム（2018年度） 

日時：2019年2月17日(日)午前8時40分より午後6時05分まで 

受付（8:40-） 

総合司会  竹島 毅（大東文化大学） 

開会の辞 続 三義(東洋大学人間科学総合研究所長)                 9:00-9:10 

1.清末北京語動詞の実態―張廷彦『支那語動字用法』と『動字分類大全』に基づいて―   9:20-9:45 

許 辰晨（大東文化大学・院） 

2.《北京官話：今古奇観》の語彙改編による清末北京語文法研究                     9:45-10:10 

楊  璇  （大東文化大学・院） 

3.ノダ文の構造とノダの機能についての一考察                          10:10-10:35 

曹  銀閣  (上海外国語大学・院) 

 司会：丁 峰 (大東文化大学) 

休憩（10分 10:35－10:45） 

4.中日両言語における自動詞の受身に関する対照研究                             10:45-11:10 

劉  爾瑟  (上海建橋学院)  

5.中日受身文の使用状況についての一考察                                        11:10-11:35 

鄧 亜曄  (上海外国語大学・院)  

6.を格名詞と「ほおばる」とのくみあわせについて                           11:35-12:00 

迫田(呉)幸栄(名桜大学) 

司会：安本真弓(跡見学園女子大学) 

昼休み（60分 近くに食堂多数あり  12:00－13:00） 

［特別講演(1)(2)(3)］ 

(1)文の材料としての単語と連語                           13:00-13:20 

鈴木康之(大東文化大学名誉教授) 

(2)副詞的修飾の階層的把握                                                     13：20-14：20 

矢澤真人(筑波大学) 

(3)日本語の並列表現の一考察――「はおろか」などを中心に――          14:20-15:00 

田中 寛(大東文化大学) 

                                司会：王 学群(東洋大学) 



休憩（10分  15:00－15:10） 

7.取り立て助辞「と」をめぐって―主観量との関わりを中心に               15:10-15:35 

彭広陸(陝西師範大学) 

8.「さえ」の肯定表現と否定表現の対称性と非対称性                  15:35-16:00 

劉  胭脂 （上海外国語大学・院) 

   司会：迫田(呉)幸栄(名桜大学) 

休憩（10分  16:00－16:10） 

9.日本語の「Ns を+Vi」、「Ns から+Vi」1 に対応する台閩語の動詞連語についての考察    16:10-16:35 

施  淑恵  (大葉大学) 

10.「空間的な通過のむすびつき」における言語主体の空間認知について―「“过”＋Ｎ」を核とする連語を中心に―  16:35-17:00 

佐々木俊雄 （上智大学・非） 

11.｢動詞＋“下”＋空間詞｣における意味変化のメカニズム                          17:00-17:25 

高橋弥守彦（大東文化大学名誉教授） 

司会：大島吉郎(大東文化大学) 

閉会の辞 鈴木 泰（東京大学名誉教授）                                     17:25-17:35 

総会                                                                         17:35-18:05 

※当日の入会申し込み及び学会費(年会費：社会人：4000 円、院生：2000 円)の受け付けも致します。 

※懇親会(日時：2 月 17 日(日)18:10‐20:10、場所：東洋大学 2 号館スカイホール左、会費：1,000 円) 

※本プログラムは今後多少変更する場合があります。 

国際連語論学会第 7 回大会 2 月 18 日(月)プログラム（2018 年度） 

日時：2019 年 2 月 18 日(月)午前８時 40 分より午後 5 時 40 分 

受付（8:40-） 

総合司会 石井宏明(東海大学・非常勤講師) 

開会の辞 田中 寛（大東文化大学）                        9:10-9:20 

1.日本語の連体修飾節における「主節現象」についてー中国語との対照を兼ねてー     9:20-9:45 

張 静苑(上海外国語大学・院) 

2.関数検定から見るナラバ形式の中国語訳傾向について                   9:45-10:10 

楊 雨・李 光赫（大連理工大学）  

3.新聞社説における譲歩表現に関する分析―その談話機能を中心に―               10:10-10:35 

 単 艾婷 （九州大学） 

司会：福本陽介(名古屋産業大学) 

休憩（10分：10:35－10:45） 

4.拡張意味単位からみた中日同形語の対照研究 ―「精神」を例として―            10:45-11:10 

梁  鵬飛  (上海外国語大学・院) 

5.「いいえ」の多義性及びその使用特徴・性質                                    11:10-11:35 

傅  慧青  (上海外国語大学) 

6.位置移動の動詞“过”のスキーマについて                      11:35-12:00 

蘇 秋韵  (大東文化大学・院) 

司会：須田義治(大東文化大学) 

昼休み（60分 近くに食堂多数あり 12:00－13:00） 

7. 時量詞構文における述部のコロケーションと「的」の有無について         13:00-13:25 

福本陽介（名古屋産業大学）                      

8. “把”構文における可能表現について                     13:25-13:50 

小路口ゆみ（東洋大学人間科学総合研究所客員研究員）                 

9.存在文に用いられる名詞句―概念化と言語化の視点から                          13:50-14:15 

洪 安瀾  (閩南師範大学) 

司会：白石裕一(中央大学・兼任講師) 



休憩（10分 14:15－14:25） 

10.「コーパスに基づく類義語の使い分けの分析―「返す、返却する、返還する、返済する、還付する」

を例に――」                                                           14:25-14:50 

賈  麗娜 (上海外国語大学・院） 

11.コーパスに基づく類義語の意味論的研究                        14:50-15:15 

李  響   (筑波大学人・院) 

12.いわゆる“不M不”形式の二重否定について                        15:15-15:40 

黄  偉   (安徽財経大学) 

13.関数検定から見るヨウダの中国語訳傾向について                         15:40-16:05 

蘇  文正（大連理工大学・院） 

司会：続 三義(東洋大学) 

休憩（10分 16:05－16:15） 

14.絶対的形容詞と相対的形容詞の分類についての再考察                          16:15-16:40 

宗  聡 （上海外国語大学・院） 

15.類型論的に見る日本語の名詞の定性―目的語を中心に                     16:40-17:05 

魯  美玲（上海外国語大学・院）  

16.言語類型論における多言語の膠着性考察                                     17:05-17:30 

陳  雄洪（上海外国語大学・院） 

司会：松浦恵津子(松蔭大学教授) 

閉会の辞  彭 広陸（陝西師範大学）                       17:30-17:40 

 

※当日の入会申し込み及び学会費(年会費：社会人：4000 円、院生：2000 円)の受け付けも致します。 

※本プログラムは今後多少変更する場合があります。 

                    

 

3．拡大常務理事会と総会 

3.1 第７回大会拡大常任理事会 

 出席者：石井宏明、大島吉郎、王学群、洪安瀾、小路口ゆみ(会計)、呉大綱、鈴木康之、鈴木泰、

続三義、高橋弥守彦、竹島毅、田中寛、丁峰、長野由季、橋本幸枝、迫田(呉)幸栄、浜

野豊美、福本陽介、彭広陸、松本泰丈、松浦恵津子、安本真弓、劉爾瑟(あいうえお順 ) 

 

拡大常務理事会の審議事項、検討事項、報告事項などは次の通りです。 

                    

 

拡大常務理事会審議・検討・報告事項(2019.2.17) 

 

審議事項 

1． 学会名称変更(学会:東アジア国際言語学会、学会誌：東アジア国際言語研究、英語表記・中国

語表記、学会誌の奥付など） 

1. 決算と予算(2017 年度決算と 2018 年度予算執行状況と 2019 年度予算案) 

1. 学会誌専用 ISSN 番号の申請 

1. 役員再任 

1. 日本以外の国への学会誌の郵送(基本的に PDF 版・郵送の場合郵送料が自己負担) 



  (学会誌は基本的に大会開催時に持ち帰って頂く。) 

1. 学会名称や学科誌名称変更に伴って、会則・編集規程・ホームページなどの修正(改定) 

ホームページの「学会について」などのところの書き換え作業(会長・副会長担当) 

1．新しい理事について、早稲田大学＜非＞の新田小雨子先生を推薦する。 

 

検討事項 

1. 学会誌の電子化について(学会誌 1-6 を電子化し、ホームページに掲載する。CD 配布かダウン

ロード形式か) 

 

報告事項 

1. 大会について 

開会の辞・閉会の辞・司会：常務理事・理事などが担当 

発表者：2７名、講演者：３名 

 

その他 なし 

                   

 

審議事項の「学会名称変更及び新学会名称の英語と中国語表記」「学会誌名称変更及び英語表

記・奥付」「新学会誌 ISSN 番号の申請」「決算と予算(2017 年度決算と 2018 年度予算執行状況と

2019 年度予算案)」「(会長を含む)役員再任」「理事の推薦」「学会誌の国外への郵送」「学会名称

変更に伴ってのホームページの書き換え作業」は提案通り承認されました。また、検討事項とし

ての学会誌の電子化は、審議事項に変更し、今までの研究会報告(連語論研究 1-6)は著者の同意

を得た上で、またはそれに変わる方法により、ホームページにそれを掲載することとし、新しい

学会誌『東アジア国際言語研究』第 1 号より、紙媒体だけでなく、電子化もして、広く一般に公

開いたします。この点について投稿者にご協力をお願い申し上げることも承認されました。 

報告事項として、第 7 回大会での講演者・発表者は合わせて 30 名です。 

 

3.2 総会 

 総会では、拡大常務理事会で承認された審議事項（「学会名称変更及び新学会名称の英語と中国

語表記」「学会誌名称変更及び英語表記・奥付」「新学会誌 ISSN 番号の申請」「決算と予算(2017 年

度決算と 2018 年度予算執行状況と 2019 年度予算案)」「役員再任」「理事の推薦」「学会誌の国外

への郵送」「学会名称変更に伴ってのホームページの書き換え作業」）が全会一致で承認されまし

た。また、拡大常務理事会にて審議された学会誌の電子化も全会一致で承認されました。それ以

外に上記の報告事項もありました。 

 

4．国際連語論学会 2019 年度（平成 31 年度）役員名簿 

上記２と 3 の通り、会長を含む全役員は総会にて承認され、4 月 1 日より再スタートします。

また、新しい理事として早稲田大学＜非＞の新田小雨子氏が選ばれました。 

 

5．『東アジア国際言語研究』第１号の原稿の締め切り 



『東アジア国際言語研究』第１号は、その締め切りが 5 月 31 日［木］となりました。本学会誌

は大会や月例会で発表なされた会員の研究発表をまとめた論文が中心ですが、それ以外の会員や

非会員からの投稿も受け付けております。執筆要領は「A4 で 10 枚以内、1 行は 40 字、1 頁は 36

行。脚注、英文題目など」です。詳しくは投稿規定に従ってください。また、3.1 と 3.2 で申し

上げましたように、新しい学会誌『東アジア国際言語研究』第 1 号より、紙媒体だけでなく、電

子化もいたし、広く一般に公開いたします。この点についてご協力のほどお願いいたします。  

投稿原稿は、事務局(rengoronkenkyu@icaweb.info)と担当者時衛国（shicheng@auecc.aichi-

edu.ac.jp）まで同時にお送りください。なお、原稿は返却いたしません。 

  

6．年会費について 

2 年前までは、年会費は毎年 2 月に国際連語論学会大会が開催されたときに受け付けていまし

たが、年会費納入状況があまり良くなかったので、2018 度からは会報を発行し、大会や月例会の

活動を中心に会員各位に会報をメールで発送し、交流をはかるとともに、年会費を納めて頂いた

会員には学会誌をお送りしています。また、郵便通帳・口座番号に年会費を振り込むことができ

るようになったことは既にご報告しておりますが、2018 年 4 月から年会費は社会人￥4000 円、

院生￥2000 円になりましたことを改めてご報告いたします。 

 

7．事務局からのお知らせ 

1）年会費納入のための口座番号は本学会のホームページから得ることができます。 

2) 月例会の研究発表者を募集しております。大島吉郎（pal1kdz@yahoo.co.jp）までテー

マと要旨 500 字前後をメールでお送りください。 

 

8．会計報告 

 予算、決算などの会計報告は次の通りです。 

 



1)2017年度決算書

国際連語論学会 2018年度総会会計報告

(2017年 4月 1日 ～2018年 3月 31日 )(単位 :岡 )

『高橋弥守彦教授古希記念論文集』
母

注 1:書籍売上 1『中日対照言語学概論』の120,錦0円 と

13,009調 とその他の10,00rO円 の合計です。

監 査 報 告

監査の結果、2017年度決算報告は適正であることを認めます。

収入の部 支出の部

科 目  1予 算 1決 算 :差 異科  目 予 算 決 算 差 異

前年度繰越金 36,779 36,779 0 学会議制作費 10〔),Olu 97,200 2,800

『高橋弥守彦教授古希

記念論文集』印刷費

9 180,360 ‐130,360

年 会 費 『鈴木泰先生古希

記念論文集』印Sll費

0 149,040 ‐1491,040

一般会員 60,000 86,000 26,0010 ホームベージ管理費 4,943 4,043 0

院生会員 20,000 12,000
‐8,000 通信費 2,000 20,937 …18,937

寄付金 (高橋弥守

彦先生から)

323,342 323,342 事務管理費 10,000 6,081 3‐,9119

大会参加費 50,000 51,000 1,000 大会開催費 30,000 31,341
‐1,3i41

懇親会参加費 20,000 26,000 6,000 懇親会開催費 210,000 22「056 =2,056

小計 166,043 碁11,558
‐345,懸15

書籍売上 (注 1) 143,000 143,000 次年度繰越金 20,736 166,563
‐145,827

収入合計 : 186,779 678,121 491,342 支出合計 186,779 678,121
‐491,342

"/マ
年2月 ■日



 

 

2）2018 年度収支状況報告書(2019 年 1 月 31 日現在) 

 

                  （2018 年 4 月 1 日～2019 年 1 月 31 現在）（単位：円） 

収入の部 支出の部 

科 目 予 算 決 算 差 異 科 目 予 算 決 算 差 異 

前年度繰越金 166,563 166,563 0 学会誌制作費 100,000    ? 100,000 

年 会 費        

 一般会員 120,000 112,000 -8,000 ホームページ管理費 4,043 4,043 0 

 院生会員 40,000 12,000 -28,000 通信費 10,000 3,034 6,966 

    事務管理費 10,000 540 9,460 

大会参加費 40,000 ? -40,000 大会開催費 60,000 ? 60,000 

懇親会参加費 20,000 ? -20,000 懇親会開催費 20,000 ? 20,000 

講演会参加費（7.29） 0 16,500 16,500 講演料    0 20,000    -20,000 

    講演会開催費    0 1,101     -1,101 

    小計 204,043 28,718 175,325 

書籍売上（注 1） 0 13,000 13,000 次年度繰越金 182,520 291,345 -108,825 

収入合計： 386,563 320,063 -66,500 支出合計 386,563 320,063 66,500 

注１：書籍売上：東方書店で販売した雑誌の11,000円と7月29日講演会のときに学会誌の2,000円

の合計です。 

注 2：懇親会参加費、大会開催費、懇親会開催費の差異はまだ未知ですが、表の数値が合致するよ

うに、ひとまず書きましたが、暫定的なものとしてお考えください。 

注 3：“？”と書いてあるところについては、まだ費用が発生していないので、零として計算して

います。 

 



 

 

3）2019年度予算案 

 

                （2019年 4月 1日～2020年 3月 31日）（単位：円） 

収入の部 支出の部 

科 目 予 算 科 目 予 算 

前年度繰越金  学会誌制作費 130,000 

  ホームページ管理費 4,043 

年 会 費  通信費 20,000 

 一般会員 120,000 事務管理費 5,000 

 院生会員 30,000 大会開催費 50,000 

  懇親会開催費 30,000 

大会参加費 50,000   

懇親会参加費 30,000   

    

  次年度繰越金  

収入合計 230,000 支出合計 239,043 

一般会費 4,000×30人＝120,000円 

院生会員 2,000×15人＝30,000円 


